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 新入生、そして２年生以上の保護者のみなさん、お子様のご入学・ご進級おめでとうございます。 

 浜宮小学校３２年目の新学期がスタートしました。本校では、『健康で豊かな感性を身につけ、心

身共にたくましい子どもを育てる』を教育目標とし、知徳体のバランスのとれた子どもの育成を目指し

て教育活動に取り組んでまいります。どうか、今年度も、保護者の皆様のお力添えをよろしくお願い

いたします。 

 年度の初めにあたり、学校教育と両輪をなす家庭教育の大切さについて少しお話しさせていただき

たいと思います。教育の場として、家庭・学校・地域があげられますが、「子どもは家庭で育ち、学

校で学び、地域でいかす」この言葉がこの三者の役割をよく表しているように思います。そして家庭

教育こそが子どもの教育の基盤をなしています。 

 その理由は、次の点にあると考えます。ひとつは、子どもは家族の溢れんばかりの愛情に包まれて

育つと、パーソナリティーが安定し、円満な人間形成の基礎が築かれます。大人でも家庭が安らぎの

場であり、明日の活力の源になることが大切ですが、こどもの健全成長にとってはなおさら重要です。

子供は愛情を身に感じたとき、自分も他の人に愛情をもって接することができるようになります。 

 家庭教育のもう一つの重要な役割は、いわゆる「しつけ」です。親は、生まれてきた子どもが社会

に適応できるよう、社会生活を円滑に進められるように指導します。これが、子どもの「しつけ」で

あり、「社会化」です。したがって、しつけは親の好みで行うものではなく、日々の生活の中で、子

どもに身につけさせたいことを親が子どものよいモデルとなって見せていくことが大切といわれま

す。そうすることで、子どもは、なぜそれが大切なのかを理解しながら自ら進んで社会の一員として

必要なことを身につけていくようになります。家庭で手伝いをよくする子は、学校での係や当番の活

動に進んで参加し、積極的に役割を果たします。子どもの人間形成にとって、自分の仕事をしっかり

行ったり、親子で地域の活動に参加したりすることは、とても大切なことだといえます。 

 どうでしょう、みなさんの家庭の教育には、理想・目標・柱というものがありますか。 

 元家庭裁判所調査官の浅川道雄という人は、その著書で家庭教育で何を示したらよいか分からない

という人は、教育基本法を家庭に持ち込んだらいいと述べています。「個人の尊厳を重んじ」は「人

を差別してはいけない」と、「真理を希求し」は「本当のことは何か真剣に考える」など、みんなが

分かる分かりやすい言葉にして家族の目標にすれば、教育が明確になると述べています。 

子どもたちの豊かな心を育むのは家庭です。今一度家庭教育のあり方を見直してみませんか。 

校長 西端 幸信 
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